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令和４年７月臨時教育委員会会議録 

 

１ 開催日時、会場 

   令和４年７月26日（火） ９時30分～11時45分 

川西庁舎 ４階 第１研修室 

    

２ 出席 

渡辺正範教育長、庭野三省委員、浅田公子委員、廣田公男委員、渡邊奈々子委員 

 

３ 説明のため出席した者 

   教育文化部長（鈴木政広）、教育総務課長（富井陽介）、学校教育課長（細木久成）、指

導管理主事（藤田剛）、生涯学習課長（樋口具範）、文化財課長（石原正敏）、スポーツ

振興課長（庭野日出貴） 

 

４ 会議の内容 

 

（１）定例会会議録の承認 

３月定例会  署名委員：渡邊委員、庭野委員 

 

（２）会議録署名委員の指名 

  署名委員：庭野委員、渡邊委員 
 
（３）報告事項 

  ① 共催・後援等報告 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

各担当課長 

・資料に基づき説明 

 

（特に意見なく了承した） 

 

  ② 報告第１号 十日町市通学路交通安全推進会議委員の委嘱について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

細木学校教育課長 

・資料に基づき説明 

 

   渡邊委員 

   ・いろいろな事案が話し合われると思うが、全部に対応できないと思う。それについ

て地域の人や保護者や学校にその都度回答しているのか。 

 

細木学校教育課長 

・実際に改善したものは目に見えると思うが、各学校から危険個所として上がってき
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たものをリスト化して、そのリストに基づいていつまでに、どのような対応がされた

か毎年更新しながら確認している。それを学校や地域ともやり取りしており、状況が

伝わっているものと認識している。 

 

   渡辺教育長 

   ・信号や横断歩道の設置要望は、非常に必要性が高くて安全性確保できるなど、そう

いった条件をクリアしないと認められてこなかったのが、過去の事例からも実情だと

思っている。かといってそれで仕方ないと諦める必要もなく、継続的にこういった要

望を上げていくことが重要だと考えている。 

 

（以上の質疑のあと了承した） 

 

  ③ 報告第２号 令和４年度ＮＲＴ（標準学力検査）の結果について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

細木学校教育課長 

・資料に基づき説明 

 

   渡邊委員 

   ・ＷＥＢＱＵについて、何か子供たちは策略があるようで、これをこう答えると先生

から後ですごく言われるから、異なる回答をする子もいるようだ。子供たちはそうい

う心理が働いているんだなということを現場は知っていたほうがいいのかなと思っ

た。 

    また、ＮＲＴの結果の社会科は、去年から今年へ急上昇している感じだが、私の推

測ではＩＣＴの活用がうまくいっているのではないかと思った。子供たちが社会科で

タブレットを使って、実際には行けないところをタブレットで見るなど、ＩＣＴの教

育がもしかしてここに影響しているのではないかという感想である。 

    それからもう一つ、アンダーアチーバーの中学生の割合が全国平均よりもちょっと

高い。少し感じるのは中学校の部活動の割合が非常に高いと思う。スポーツに対して

すごく前向きであるが、そのことに一生懸命過ぎて、ちゃんと勉強しているのかなと

いう心配がある。 

 

   廣田委員 

   ・小学校は向上傾向であると書いてあり、確かに平均だと上がっているが、これは少

し辛辣な言い方をすると、昨年の６年生の成績が低く、その６年生が中学校に行った

ので、小学校の平均が上がったように見える。向上傾向だと言えばそうかもしれない

が、全体としては下がっているので、向上傾向というのは、少し違うのではなないか

と思う。 

    それから、小３の下降傾向が大きいと書いてあるが、こちらでは５年生が下がって

いると書いてあるので、この辺は統一したほうがいいと思った。 

    それから、学年が上がるにつれて、成績が下方傾向にあるが、これは前学年で課題

の積み残しがあったまま先に進んでしまい、理解できないことが増えることが原因だ

と思う。課題解決に向けてというところで、積み残しがないようにしていくや、前の

学年の補習を夏休みのときに時間割いてやるとか、そういったことも必要になるのか

なと思った。 
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   細木学校教育課長 

   ・また詳しく分析をしていかないといけないと考えている。この結果はある意味相対

評価なので、実際の正答率もまた一緒に比較していかないとけない。全国的な平均と

比べての数値になっているので、地域差みたいなのもあるかもしれない。そういった

ことも含めて、分析を進めていかないといけないと考えている。 

 

   浅田委員 

   ・経年変化のグラフを見たときに、現小学校３年生の偏差値がすごく低い位置からス

タートしているのが気になる。先ほど、積み残しがないようにという話があったが、

多分この学年は１年生のときに、コロナで休校があった時代だと思う。積み残しがな

いよう課題解決をお願いしたい。 

    あと、ＷＥＢＱＵの結果について、本当に困っているお子さんは訴えることがある

と思う。結果について確実に保護者の方にお知らせしていただきたいと思う。 

 

   細木学校教育課長 

   ・近年、スタート時の偏差値が低いというところは課題だと思っている。特に保育園

と小学１年生のつながりが課題だと思うので、対応しないといけないと考えている。 

    ＷＥＢＱＵの結果については、個別懇談の際に各担任からお知らせする。結果をし

っかりとフィードバッグして学級づくりに生かしていきたい。 

 

（以上の質疑のあと了承した） 

 

  ④ 報告第３号 令和３年度十日町市小中特別支援学校における「不登校・いじめ」の

状況について 

    

渡邊委員 

・相談員による学校訪問相談とあるが、相談員の方が学校に来て、相談ある人は来て

くださいというものだと思うが、どれぐらいの相談がされているか把握されている

か。 

 

細木学校教育課長 

・今、具体的な数字までは押さえていないが、それぞれの相談については相談員の記

録としてこちらにある。 

 

渡邊委員 

・自分は１度申し込んでみた。相談員の人といろいろと話をしたが、全く相談のない

ときもあるという話であった。学校のほうから情報共有がされて、そしてその生徒さ

んについて様子を見に行くとか、学校のほうからの情報共有があると非常にスムーズ

に相談員としても仕事がしやすいとのことだった。相談員としては、学校との情報共

有ができて初めて自分が活動できる部分もあるので、そういうことが学校の雰囲気に

よって違う。相談員と学校がうまく連携を取ることで、もっと十分に働けるようにな

るんじゃないかと思った。 

 

   細木学校教育課長 

   ・とにかく相談員を活用していただくように、また学校には働きかけていきたいと思

う。実際に外から来た人から子供たちを見てもらうのは、やはり中で見ているのとは
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また違う角度から見ていただき、私が現場にいたときにはありがたい存在であった。 

 

   廣田委員 

   ・いじめと不登校というのは、不登校の原因の中に確かにいじめはあるが、不登校は

そのほかにももっと原因があるわけなので、それをもっと分けたほうが分かりやすい

のではないか。教育委員会として、これは不登校、これはいじめというふうに分けた

ほうが分かりやすいんじゃないかと前に申し上げたことがある。教員に対して研修会

を開くのはいいんだけども、どういったことをやっているのか。 

    それから、不登校の３大理由というのがある。資料では、学業不振や友人関係、親

子関係等によるものが考えられるということで、実際にその３つが多いし、そのこと

についてこの中で取り組むというようなことがあるのかどうか。 

 

   細木学校教育課長 

   ・まず、いじめの冷やかしとか悪口などは、今までだとそんなこと言っては駄目で終

わっていたところを、そういうことも職員はいじめの芽と認知して、丁寧な指導をし

ている。子供にはそれはいじめだと伝えるだけではなく、一つ一つお互いのコミュニ

ケーションの取り方だとか、友達との関わり方を丁寧に教えるというような指導をし

ている。 

    あと市の取組として、教職員の資質向上に向けた研修等では、例えばいじめについ

ては１人で指導するのではなくチームで取り組むなど、研修を進める中で、教職員の

いじめに対する意識が共通理解されて、意識レベルが同じになってきたと思う。 

    あとＷＥＢＱＵを活用しながら、子供たちとの人間関係づくりだとかコミュニケー

ションの取り方だとか、具体的な手だてをそれぞれ学校のチームの中で考えられるよ

う、研修を行っているところである。 

 

   庭野委員 

   ・自分は高校に講師として２年間行ったが、高校の先生は物すごくいじめに敏感にな

っている。人権問題があるので、訴えられると大変だということで、この辺り小中は

まだ危機意識が、特に小学校なんか薄いと思う。だから、その辺り本当にもうちょっ

と小中学校は敏感になっていいと思う。 

   

   細木学校教育課長 

   ・確かに小学校が中学校より認知件数が少ないというのはそういうことなんだと思い

う。そこは差がないように、誰が見てもこれはよくないとなっていることは共通理解

していけるように、進めていきたい。 

 

（以上の質疑のあと了承した） 

 

 

 
（４）議決事項 

  ①議案第１号 十日町市指定文化財の指定について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 
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石原文化財課長 

・資料に基づき説明 

 

 （特に質疑なく決定した） 

 

  ②議案第２号 十日町学区適正化の進め方について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

富井教育総務課長 

・資料に基づき説明 

 

   廣田委員 

   ・「中学校の再編計画について」の記述で、基本方針については「学校区によって差

異はあるものの」回答者の全体の８割以上が賛成とあるが、「大規模校ほど賛成の傾

向が見られると」いうことに直していただければと思います。 

 

   富井教育総務課長 

   ・これについては、確かに学校規模が大きいほど賛成の傾向があるということは、事

実であるので、入替えは可能だと思う。 

 

 （以上の質疑のあと決定した） 

 

５ その他 

① ８月の主な行事予定について 

   ・資料に基づき説明 

② 次回の教育委員会の開催日時 

・８月定例会 ８月23日（火）９時30分から開催することを確認した。 

 

以上で、11時45分に渡辺教育長が閉会を宣言した。 

 

 

以上の会議録に誤りがないことを認め、ここに署名する。  

 

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会 議 書 記  


